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9．研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 昨年度は、接着力評価のための外力であるフェムト秒レーザー誘起衝撃力の評価研究を中心課題とし、

その計測学的理解を深めた。また、それまで不明瞭であった衝撃力の現象論的描像を考察し、接着力の定

量化におけるその適用範囲の指針を示した。 

これらの研究を行った上で、神経‐マスト細胞共培養系を接着力評価のモデル系に用い、両者間の接着

力を 3時間ごとに定量化することでその時間変化を明らかにした。測定には 7～30 時間共生培養を行った

培養系を用い、3 時間毎に接着力を定量化した。測定時間は 90 分間とした。その結果、90 分間で約 150

細胞の接着力を定量化することに成功した。この結果をヒストグラムにまとめたところ、両者の接着力は、

0.5-2.0×10-12 Ns であることが示された。また、共生培養 7-14.5 時間では、接着力が 0.8×10-12 Ns であ

る細胞が最も多く、そこから 1.6×10-12 Nsにかけて、細胞数は指数分布を示した。また、共生培養時間の

経過に伴い、指数関数の時定数が増加する形で、接着力が強化される細胞数が増加した。さらに時間が経

過すると（共生培養 16.5－18 時間）、この指数分布において 1.6×10-12 Nsにもピークが現れた。その後、

共生培養 20 時間において 0.8×10-12 Ns、及び 1.6×10-12 Ns をピークとした二峰性の正規分布を示した。

それ以降では、接着力の分布に顕著な変化はみられなかった。これは、共生培養 20 時間程度で接着が成

熟状態に至り、且つその状態が系内の半数程度の細胞の接着力が倍程度まで強化される状態であることを

示唆する。これまで、接着力を統計学的データとして時間軸に沿って示した報告例は無く、新規性の高い

成果を得ることができた。現在、神経とマスト細胞の接触面への細胞接着分子の集積の可視化に成功して

おり、今後、接着分子の細胞内挙動の時間変化を明らかにすることで接着の力学機構と分子機構のダイナ

ミクスを統合的に解析し、理解することが可能になると予測される。 
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11．現在までの達成度 
 下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、 
その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。 
（区分） 
（理由） 
本研究課題は平成２４年度が最終年度のため、記入しない。 

 
12．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点 
があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し 
ないこと。 

本研究課題は平成２４年度が最終年度のため、記入しない。 

 
13．研究発表（平成２４年度の研究成果） 
 
※ 「13．研究発表」欄及び「14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況」欄において記入欄が不足する 
   場合には、適宜記入欄を挿入し、それによりページ数が増加した場合は、左端を糊付けすること。 
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